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(57)【要約】
【課題】協調マルチポイント送信（ＣｏＭＰ）、特に、
ＪＰ－ＣｏＭＰを適用する場合において、移動端末装置
で正確にデータ信号を復調させること。
【解決手段】本発明の無線通信方法は、無線基地局装置
において、協調マルチポイント送信を適用する際に、移
動端末装置におけるデータ信号の復調用情報を生成し、
復調用情報を協調マルチポイント受信する移動端末装置
に送信し、移動端末装置において、データ信号の復調用
情報を受信し、復調用情報を用いて協調マルチポイント
受信したデータ信号を復調することを特徴とする。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装置におけるデータ信号の復調用情
報を生成する生成部と、前記復調用情報を協調マルチポイント受信する移動端末装置に送
信する送信部と、を具備することを特徴とする無線基地局装置。
【請求項２】
　前記復調用情報は、サービングセルの物理下り共有チャネル信号のミューティングパタ
ーン又はセル固有参照信号の多重パターンを示すパターン情報であることを特徴とする請
求項１記載の無線基地局装置。
【請求項３】
　前記パターン情報は、サブキャリア位置を示すビットマップで示されることを特徴とす
る請求項２記載の無線基地局装置。
【請求項４】
　下り制御情報（ＤＣＩ）と前記パターン情報とが関連づけられており、前記下り制御情
報により前記パターン情報を通知することを特徴とする請求項２記載の無線基地局装置。
【請求項５】
　下り制御情報（ＤＣＩ）と協調マルチポイント送信を適用する可能性のあるＣｏＭＰセ
ルのセル識別情報とが関連づけられており、ハイヤレイヤシグナリングにより送信される
前記ＣｏＭＰセルのセル識別情報と、前記ＣｏＭＰセルの情報に対応する下り制御情報と
でパターン情報を通知することを特徴とする請求項２記載の無線基地局装置。
【請求項６】
　前記パターン情報をハイヤレイヤシグナリングで通知することを特徴とする請求項２記
載の無線基地局装置。
【請求項７】
　前記復調用情報は、物理下り共有チャネル信号の多重開始位置の情報であることを特徴
とする請求項２記載の無線基地局装置。
【請求項８】
　物理下り共有チャネル信号の多重開始位置の情報を下り制御情報（ＤＣＩ）で通知する
ことを特徴とする請求項７記載の無線基地局装置。
【請求項９】
　物理下り共有チャネル信号の多重開始位置の情報をハイヤレイヤシグナリングで通知す
ることを特徴とする請求項７記載の無線基地局装置。
【請求項１０】
　協調マルチポイント送信を適用する際に、サービングセルからのデータ信号の復調用情
報を受信する受信部と、前記復調用情報を用いて協調マルチポイント受信したデータ信号
を復調する復調部と、を具備することを特徴とする移動端末装置。
【請求項１１】
　下り制御情報からパターン情報を生成するパターン生成部をさらに具備することを特徴
とする請求項１０記載の移動端末装置。
【請求項１２】
　前記パターン生成部は、協調マルチポイント送信を適用する可能性のあるＣｏＭＰセル
のセル識別情報と、前記ＣｏＭＰセルの情報に対応する下り制御情報とからパターン情報
を生成することを特徴とする請求項１１記載の移動端末装置。
【請求項１３】
　無線基地局装置において、協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装置にお
けるデータ信号の復調用情報を生成する工程と、前記復調用情報を協調マルチポイント受
信する移動端末装置に送信する工程と、前記移動端末装置において、前記データ信号の復
調用情報を受信する工程と、前記復調用情報を用いて協調マルチポイント受信したデータ
信号を復調する工程と、を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項１４】
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　協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装置におけるデータ信号の復調用情
報を生成する生成部、及び前記復調用情報を協調マルチポイント受信する移動端末装置に
送信する送信部を有する無線基地局装置と、前記データ信号の復調用情報を受信する受信
部、及び前記復調用情報を用いて協調マルチポイント受信したデータ信号を復調する復調
部を有する移動端末装置と、を具備することを特徴とする無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線基地局装置、移動端末装置、無線通信方法及び無線通信システムに関し
、特に、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）送受信を行う無線基地局装置、移動端末装置、
無線通信方法及び無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）ネットワークにおいて
は、周波数利用効率の向上、データレートの向上を目的として、ＨＳＤＰＡ（High　Spee
d　Downlink　Packet　Access）やＨＳＵＰＡ（High　Speed　Uplink　Packet　Access）
を採用することにより、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband　Code　Division　Multiple　Access）
をベースとしたシステムの特徴を最大限に引き出すことが行われている。このＵＭＴＳネ
ットワークについては、更なる高速データレート、低遅延などを目的としてロングターム
エボリューション（ＬＴＥ:Long　Term　Evolution）が検討されている（非特許文献１）
。
【０００３】
　第３世代のシステムは、概して５ＭＨｚの固定帯域を用いて、下り回線で最大２Ｍｂｐ
ｓ程度の伝送レートを実現できる。一方、ＬＴＥ方式のシステムにおいては、１．４ＭＨ
ｚ～２０ＭＨｚの可変帯域を用いて、下り回線で最大３００Ｍｂｐｓ及び上り回線で７５
Ｍｂｐｓ程度の伝送レートを実現できる。また、ＵＭＴＳネットワークにおいては、更な
る広帯域化及び高速化を目的として、ＬＴＥの後継のシステムも検討されている（例えば
、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ））。例えば、ＬＴＥ－Ａにおいては、ＬＴＥ仕様の
最大システム帯域である２０ＭＨｚを、１００ＭＨｚ程度まで拡張することが予定されて
いる。
【０００４】
　Rel-8　ＬＴＥシステムに対してさらにシステム性能を向上させるための有望な技術の
一つとして、セル間直交化がある。Rel-10以降のＬＴＥシステム（ＬＴＥ－Ａシステム）
では、上下リンクとも直交マルチアクセスによりセル内の直交化が実現されている。すな
わち、下りリンクでは、周波数領域において移動端末装置（User　Equipment）間で直交
化されている。しかしながら、セル間はＷ－ＣＤＭＡと同様、１セル周波数繰り返しによ
る干渉ランダム化が基本である。３ＧＰＰ（３rd　Generation　Partnership　Project）
では、セル間直交化を実現するための技術として、協調マルチポイント送受信（ＣｏＭＰ
）が検討されている。ＣｏＭＰ送受信では、１つあるいは複数の移動端末装置（ＵＥ）に
対して複数のセルが協調して送受信の信号処理を行う。具体的には、下りリンクでは、ジ
ョイント送信（ＪＴ）や、瞬時セル選択（ＤＣＳ）などが検討されている（Joint　Proce
ssing（ＪＰ）－ＣｏＭＰ）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】3GPP,　TR25.912　(V7.1.0),　"Feasibility　study　for　Evolved　U
TRA　and　UTRAN",　Sept.　2006
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　ＬＴＥシステムにおいては、チャネル推定、シンボル同期、ＣＱＩ（Channel　Quality
　Indicator）測定などに使用するＣＲＳ（Cell-specific　Reference　Signal）が規定
されている。ＣＲＳの多重位置は、セルＩＤによって異なるサブキャリア位置のシフトが
適用される。すなわち、セルＩＤにより自動的にシフトが決定され、多重位置が決まる。
【０００７】
　また、ＬＴＥシステムにおいては、ＰＤＳＣＨ（Physical　Downlink　Shard　Channel
）信号の受信や、ＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　Shard　Channel）信号の送信に必要な
情報（割り当て情報など）を通知するためのＰＤＣＣＨ（Physical　Downlink　Control
　Channel）が規定されている。このＰＤＣＣＨ信号は、遅延を低減するために、サブフ
レームの先頭１ＯＦＤＭシンボルから３ＯＦＤＭシンボルに多重される。
【０００８】
　このように、ＣＲＳは、セル毎に異なるサブキャリア位置に多重されている。また、Ｐ
ＤＣＣＨは、サブフレームの先頭１ＯＦＤＭシンボルから３ＯＦＤＭシンボルに可変で多
重される。このように、ＣＲＳやＰＤＣＣＨは、それぞれセル毎に異なる位置に多重され
ることがあるので、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用するときに、移動端末装置において、正確にデ
ータ信号を復調することができないことが考えられる。
【０００９】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、協調マルチポイント送信（ＣｏＭＰ）
、特に、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用する場合において、移動端末装置で正確にデータ信号を復
調させることができる無線基地局装置、移動端末装置、無線通信方法及び無線通信システ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の無線基地局装置は、協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装置に
おけるデータ信号の復調用情報を生成する生成部と、前記復調用情報を協調マルチポイン
ト受信する移動端末装置に送信する送信部と、を具備することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の移動端末装置は、協調マルチポイント送信を適用する際に、サービングセルか
らのデータ信号の復調用情報を受信する受信部と、前記復調用情報を用いて協調マルチポ
イント受信したデータ信号を復調する復調部と、を具備することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の無線通信方法は、無線基地局装置において、協調マルチポイント送信を適用す
る際に、移動端末装置におけるデータ信号の復調用情報を生成する工程と、前記復調用情
報を協調マルチポイント受信する移動端末装置に送信する工程と、前記移動端末装置にお
いて、前記データ信号の復調用情報を受信する工程と、前記復調用情報を用いて協調マル
チポイント受信したデータ信号を復調する工程と、を具備することを特徴とする。
【００１３】
　本発明の無線通信システムは、協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装置
におけるデータ信号の復調用情報を生成する生成部、及び前記復調用情報を協調マルチポ
イント受信する移動端末装置に送信する送信部を有する無線基地局装置と、前記データ信
号の復調用情報を受信する受信部、及び前記復調用情報を用いて協調マルチポイント受信
したデータ信号を復調する復調部を有する移動端末装置と、を具備することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明においては、協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装置におけるデ
ータ信号の復調用情報を協調マルチポイント受信する移動端末装置に送信し、移動端末装
置で、復調用情報を用いて協調マルチポイント受信したデータ信号を復調するので、協調
マルチポイント送信、特に、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用する場合に、移動端末装置で正確にデ
ータ信号を復調させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ＪＰ－ＣｏＭＰを説明するための図である。
【図２】ＪＴ－ＣｏＭＰにおけるＣＲＳの影響を説明するための図である。
【図３】ＤＣＳ－ＣｏＭＰにおけるＣＲＳの影響を説明するための図である。
【図４】本発明に係る無線通信方法の第１方法－１を説明するための図である。
【図５】本発明に係る無線通信方法の第１方法－１を説明するための図である。
【図６】本発明に係る無線通信方法の第１方法－２を説明するための図である。
【図７】本発明に係る無線通信方法の第１方法－２を説明するための図である。
【図８】本発明に係る無線通信方法の第２方法－１を説明するための図である。
【図９】本発明に係る無線通信方法の第２方法－１を説明するための図である。
【図１０】本発明に係る無線通信方法の第２方法－２を説明するための図である。
【図１１】本発明に係る無線通信方法の第２方法－２を説明するための図である。
【図１２】本発明に係る無線通信方法の第３方法－１を説明するための図である。
【図１３】本発明に係る無線通信方法の第３方法－２を説明するための図である。
【図１４】本発明に係る無線通信方法の第４方法－１及び第４方法－２を説明するための
図である。
【図１５】ＪＰ－ＣｏＭＰにおけるＰＤＣＣＨ長の影響を説明するための図である。
【図１６】本発明に係る無線通信方法の第５方法を説明するための図である。
【図１７】本発明に係る無線通信方法の第５方法を説明するための図である。
【図１８】無線通信システムの構成を説明するための図である。
【図１９】無線基地局装置の全体構成の説明図である。
【図２０】無線基地局装置による本発明の無線通信方法に対応した機能ブロック図である
。
【図２１】移動端末装置の全体構成の説明図である。
【図２２】移動端末装置による本発明の無線通信方法に対応した機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　まず、下りリンクのＣｏＭＰ送信について説明する。下りリンクのＣｏＭＰ送信として
は、Coordinated　scheduling/Coordinated　beamforming（ＣＳ／ＣＢ）と、Joint　pro
cessingとがある。Coordinated　scheduling/Coordinated　beamformingは、１ＵＥに対
して１セルからのみ送信する方法であり、他セルからの干渉や他セルへの干渉を考慮して
周波数／空間領域における無線リソースの割り当てを行う方法である。一方、Joint　pro
cessingは、プリコーディングを適用する複数セル同時送信であり、図１Ａに示すような
、１ＵＥに対して複数のセルから送信するJoint　transmissionと、図１Ｂに示すような
、瞬時にセルを選択するDynamic　Cell　Selectionとがある。
【００１７】
　ＣｏＭＰ送信を実現する構成としては、無線基地局装置ｅＮＢと、この無線基地局装置
ｅＮＢと光張り出し構成（光ファイバ）で接続された複数の遠隔無線装置（ＲＲＥ：Remo
te　Radio　Equipment）とを含む構成（遠隔無線装置構成に基づく集中制御）がある。他
にも、無線基地局装置ｅＮＢの構成（独立基地局構成に基づく自律分散制御）がある。本
発明においては、上記いずれの構成にも適用することができる。
【００１８】
　集中制御においては、遠隔無線装置を無線基地局装置ｅＮＢで集中的に制御する。ＲＲ
Ｅ構成では、複数のＲＲＥのベースバンド信号処理及び制御を行う無線基地局装置ｅＮＢ
（集中基地局）と各セルすなわちＲＲＥとの間が光ファイバを用いたベースバンド信号で
接続されるため、セル間の無線リソース制御を集中基地局において一括して行うことがで
きる。一方、自律分散制御においては、複数の無線基地局装置ｅＮＢ（又はＲＲＥ）でそ
れぞれスケジューリングなどの無線リソース割り当て制御を行う。この場合、無線基地局
装置間のＸ２インターフェースを利用することにより、必要に応じてタイミング情報やス
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ケジューリングなどの無線リソース割り当て情報をいずれかの無線基地局装置に送信し、
セル間の協調を行う。
【００１９】
　上述したように、ＣＲＳやＰＤＣＣＨは、それぞれセル毎に異なる位置に多重されるこ
とがあるので、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用するときに、移動端末装置において、正確にデータ
信号を復調することができないことが考えられる。
【００２０】
　例えば、ＣＲＳについて、図２を用いて説明する。ＪＴ－ＣｏＭＰを適用する場合にお
いては、複数セルから、例えば、図２Ａに示すセル＃Ａ及び図２Ｂに示すセル＃Ｂ（ここ
では、セル＃Ａがサービングセルであり、セル＃Ｂが協調セル（隣接セル）である）から
同一の移動端末装置にデータ送信する。このようなＪＴ－ＣｏＭＰを適用する場合におい
て、図２Ａ、図２Ｂに示すように、ＣＲＳの多重位置がそれぞれ異なるときには、ＣＲＳ
がデータ信号と衝突して移動端末装置においてＣＲＳを正確に受信できなくなる可能性が
ある。
【００２１】
　このため、ＪＴ－ＣｏＭＰを適用する場合に、移動端末装置でＣＲＳがデータ信号と衝
突しないようにするためには、サービングセル以外のセル（隣接セル（協調セルになり得
る隣接セル））のＣＲＳの多重位置を移動端末装置に通知する必要がある。そこで、サー
ビングセルの無線基地局装置は、サービングセル以外のセルのＣＲＳの多重位置を復調用
情報として移動端末装置に通知する。
【００２２】
　図２に示す場合においては、セル＃Ａの無線基地局装置が移動端末装置に対して、隣接
セルであるセル＃ＢのＣＲＳの多重位置の情報を通知する。移動端末装置においては、セ
ル＃ＢのＣＲＳの多重位置には、セル＃Ａのデータ信号が衝突しないように、データ信号
が多重されていない。このため、セル＃ＢのＣＲＳの多重位置は、セル＃ＡのＰＤＳＣＨ
のミューティングパターンを意味する。なお、隣接セルのＣＲＳの多重位置は、セルＩＤ
よりシフト量を算出し、このシフト量から求めることができる。したがって、本発明にお
ける第１の態様においては、移動端末装置でＣＲＳがデータ信号と衝突しないようにする
ために、サービングセルのＰＤＳＣＨのミューティングパターンを移動端末装置に通知す
る。サービングセルがセル＃Ａである場合には、図２Ａに示すＰＤＳＣＨミューティング
のパターン（セル＃ＢのＣＲＳの多重位置）を移動端末装置に通知し、サービングセルが
セル＃Ｂである場合には、図２Ｂに示すＰＤＳＣＨミューティングのパターン（セル＃Ａ
のＣＲＳの多重位置）を移動端末装置に通知する。
【００２３】
　一方、ＤＣＳ－ＣｏＭＰを適用する場合には、複数セルのいずれか一つのセルから、例
えば、図３Ａに示すセル＃Ａ及び図３Ｂに示すセル＃Ｂのいずれかのセルから同一の移動
端末装置にデータ送信する。このように、ＤＣＳ－ＣｏＭＰを適用する場合には、単一セ
ルからデータ送信される。この場合においては、ＪＴ－ＣｏＭＰのようにＰＤＳＣＨをミ
ューティング（無送信）する必要はなく（図３Ａ、図３Ｂ）、代わりに、移動端末装置に
対して、ＣｏＭＰセル（ＣｏＭＰ送信を適用する可能性のあるセル）のＣＲＳ多重位置を
通知する必要がある。すなわち、ＤＣＳ－ＣｏＭＰを適用する場合には、移動端末装置に
対してサービングセル以外のＣｏＭＰセルのＣＲＳの多重位置（ＣＲＳ多重パターン）を
通知する必要がある。
【００２４】
　このパターン情報（ＰＤＳＣＨミューティングパターン又はＣＲＳ多重パターン）の通
知方法については、以下の４つ（第１方法～第４方法）が挙げられる。
【００２５】
（第１方法－１）
　この方法は、サブキャリア位置を示すビットマップをミューティングパターンとして通
知する方法である。この方法においては、ビットマップ情報をＤＣＩ（Downlink　Contro
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l　Information）に含めてダイナミックに通知する。移動端末装置は、図４に示すテーブ
ル（ＤＣＩに含まれるビットマップ情報とミューティングパターンとが関連づけられたテ
ーブル）を持っており、ＤＣＩで通知されたビットマップ情報からミューティングパター
ンを認識して、ミューティングパターン以外のリソースを用いてデータ信号を復調する。
【００２６】
　図４に示すテーブルは、ＤＣＩに含まれるビットマップ情報とミューティングパターン
とが関連づけられたものであり、ビットマップ”０００００”が「ミューティングなし」
であり、ビットマップ”００００１”が「サービングセルのシフト＋１のみ」であり、ビ
ットマップ”０００１０”が「サービングセルのシフト＋２のみ」であり、ビットマップ
”００１００”が「サービングセルのシフト＋３のみ」であり、ビットマップ”１１１１
１”が「サービングセルのシフト＋１／＋２／＋３／＋４／＋５」である。このビットマ
ップは、図５に示すサブキャリア位置を示している。図５においては、サービングセルが
セルＩＤ＃０のミューティングパターンを表し、「サービングセルのシフト＋１」がセル
ＩＤ＃１のミューティングパターンを表し、「サービングセルのシフト＋２」がセルＩＤ
＃２のミューティングパターンを表し、「サービングセルのシフト＋３」がセルＩＤ＃３
のミューティングパターンを表している。
【００２７】
　なお、図４に示すテーブルは一例であり、これに限定されない。また、図４及び図５は
、１アンテナの場合について示しているが、この方法は２アンテナ以上の場合にも適用す
ることができる。
【００２８】
（第１方法－２）
　この方法は、サブキャリア位置を示すビットマップをＣＲＳ多重パターンとして通知す
る方法である。この方法においては、ビットマップ情報をＤＣＩ（Downlink　Control　I
nformation）に含めてダイナミックに通知する。移動端末装置は、図６に示すテーブル（
ＤＣＩに含まれるビットマップ情報とＣＲＳ多重パターンとが関連づけられたテーブル）
を持っており、ＤＣＩで通知されたビットマップ情報からＣＲＳ多重パターンを認識して
、ＣＲＳ多重位置以外のリソースを用いてデータ信号を復調する。
【００２９】
　図６に示すテーブルは、ＤＣＩに含まれるビットマップ情報とＣＲＳ多重パターンとが
関連づけられたものであり、ビットマップ”０００００”が「サービングセルと同一」で
あり、ビットマップ”００００１”が「サービングセルのシフト＋１のみ」であり、ビッ
トマップ”０００１０”が「サービングセルのシフト＋２のみ」であり、ビットマップ”
００１００”が「サービングセルのシフト＋３のみ」であり、ビットマップ”１１１１１
”が「サービングセルのシフト＋１／＋２／＋３／＋４／＋５」である。このビットマッ
プは、図７に示すサブキャリア位置を示している。図７においては、サービングセルがセ
ルＩＤ＃０のＣＲＳ多重パターンを表し、「サービングセルのシフト＋１」がセルＩＤ＃
１のＣＲＳ多重パターンを表し、「サービングセルのシフト＋２」がセルＩＤ＃２のＣＲ
Ｓ多重パターンを表し、「サービングセルのシフト＋３」がセルＩＤ＃３のＣＲＳ多重パ
ターンを表している。
【００３０】
　なお、図６に示すテーブルは一例であり、これに限定されない。また、図６及び図７は
、１アンテナの場合について示しているが、この方法は２アンテナ以上の場合にも適用す
ることができる。
【００３１】
（第２方法－１）
　この方法は、ミューティングパターンを示す下り制御情報をミューティングパターンと
して通知する方法である。この方法においては、ミューティングパターンを示すビットを
ＤＣＩに含めてダイナミックに通知する。この場合、下り制御情報とミューティングパタ
ーンとが関連づけられている。移動端末装置は、図８に示すテーブル（ＤＣＩに含まれる
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ビットとミューティングパターンとが関連づけられたテーブル）を持っており、ＤＣＩで
通知されたビットからミューティングパターンを認識して、ミューティングパターン以外
のリソースを用いてデータ信号を復調する。
【００３２】
　図８に示すテーブルは、ＤＣＩに含まれるビットとミューティングパターンとが関連づ
けられたものであり、ビット”００”が「ミューティングなし」であり、ビット”０１”
が「サービングセルのシフト＋１のみ」であり、ビット”１０”が「サービングセルのシ
フト＋２のみ」であり、ビット”１１”が「サービングセルのシフト＋１／＋２」である
。例えば、ビット”０１”は図２Ａのミューティングパターンを表し、ビット”１１”は
図９のミューティングパターンを表している。なお、図８に示すテーブルは一例であり、
これに限定されない。
【００３３】
（第２方法－２）
　この方法は、ＣＲＳ多重パターンを示す下り制御情報をＣＲＳ多重パターンとして通知
する方法である。この方法においては、ＣＲＳ多重パターンを示すビットをＤＣＩに含め
てダイナミックに通知する。この場合、下り制御情報とＣＲＳ多重パターンとが関連づけ
られている。移動端末装置は、図１０に示すテーブル（ＤＣＩに含まれるビットとＣＲＳ
多重パターンとが関連づけられたテーブル）を持っており、ＤＣＩで通知されたビットか
らＣＲＳ多重パターンを認識して、ＣＲＳ多重位置以外のリソースを用いてデータ信号を
復調する。
【００３４】
　図１０に示すテーブルは、ＤＣＩに含まれるビットとＣＲＳ多重パターンとが関連づけ
られたものであり、ビット”０００”が「サービングセルと同一」であり、ビット”００
１”が「サービングセルのシフト＋１のみ」であり、ビット”０１０”が「サービングセ
ルのシフト＋２のみ」であり、ビット”０１１”が「サービングセルのシフト＋３のみ」
であり、ビット”１００”が「サービングセルのシフト＋４のみ」であり、ビット”１０
１”が「サービングセルのシフト＋５のみ」である。例えば、ビット”００１”は図３Ｂ
のＣＲＳ多重パターンを表し、ビット”０１０”は図１１のＣＲＳ多重パターンを表して
いる。なお、図１０に示すテーブルは一例であり、これに限定されない。
【００３５】
（第３方法－１）
　この方法は、ハイヤレイヤシグナリングにより送信されるＣｏＭＰセルのセル識別情報
と、このＣｏＭＰセルの情報（ミューティングするセルに関する情報）に対応する下り制
御情報とでミューティングパターンを通知する方法である。この場合、下り制御情報とＣ
ｏＭＰセルの情報とが関連づけられている。移動端末装置は、図１２に示すテーブル（Ｄ
ＣＩに含まれるビットとＣｏＭＰセルの情報とが関連づけられたテーブル）を持っており
、ＤＣＩで通知されたビットからＣｏＭＰセルの情報と、ハイヤレイヤシグナリングで通
知されたＣｏＭＰセルのセル識別情報（セルＩＤ）とからミューティングパターンを求め
、ミューティングパターン以外のリソースを用いてデータ信号を復調する。
【００３６】
　この方法においては、無線基地局装置は、ハイヤレイヤシグナリングでＣｏＭＰセル（
ＣｏＭＰ送信を適用する可能性のあるセル）のセルＩＤを移動端末装置に通知する。例え
ば、無線基地局装置は、ＣｏＭＰセルがセル＃Ａ、セル＃Ｂである場合、セル＃Ａのセル
ＩＤ７番とセル＃ＢのセルＩＤ８番を移動端末装置に通知する。一方、無線基地局装置は
、ＤＣＩでＣｏＭＰセルの情報を移動端末装置に通知する。例えば、無線基地局装置は、
ＣｏＭＰセルの情報として、「ＣｏＭＰセル＃Ｂのシフトのみ」を示すＤＣＩのビット”
１０”を移動端末装置に通知する。移動端末装置においては、セルＩＤ番号とＣｏＭＰセ
ルの情報とからミューティングパターンを求める。すなわち、セル＃ＢのセルＩＤ番号の
Ｍｏｄ６を計算してシフト量２を算出し（剰余演算）、これによりミューティングパター
ンを求める（サービングセルのシフト＋２）。なお、図１２に示すテーブルやセルＩＤ番
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号は一例であり、これに限定されない。
【００３７】
（第３方法－２）
　この方法は、ハイヤレイヤシグナリングにより送信されるＣｏＭＰセルのセル識別情報
と、このＣｏＭＰセルの情報（ＣＲＳ多重パターンのセルに関する情報）に対応する下り
制御情報とでＣＲＳ多重パターンを通知する方法である。この場合、下り制御情報とＣｏ
ＭＰセルの情報とが関連づけられている。移動端末装置は、図１３に示すテーブル（ＤＣ
Ｉに含まれるビットとＣｏＭＰセルの情報とが関連づけられたテーブル）を持っており、
ＤＣＩで通知されたビットからＣｏＭＰセルの情報と、ハイヤレイヤシグナリングで通知
されたＣｏＭＰセルのセル識別情報（セルＩＤ）とからＣＲＳ多重パターンを求め、ＣＲ
Ｓ多重位置以外のリソースを用いてデータ信号を復調する。
【００３８】
　この方法においては、無線基地局装置は、ハイヤレイヤシグナリングでＣｏＭＰセル（
ＣｏＭＰ送信を適用する可能性のあるセル）のセルＩＤを移動端末装置に通知する。例え
ば、無線基地局装置は、ＣｏＭＰセルがセル＃Ａ、セル＃Ｂである場合、セル＃Ａのセル
ＩＤ７番とセル＃ＢのセルＩＤ８番を移動端末装置に通知する。一方、無線基地局装置は
、ＤＣＩでＣｏＭＰセルの情報を移動端末装置に通知する。例えば、無線基地局装置は、
ＣｏＭＰセルの情報として、「ＣｏＭＰセル＃Ｂのシフトのみ」を示すＤＣＩのビット”
１０”を移動端末装置に通知する。移動端末装置においては、セルＩＤ番号とＣｏＭＰセ
ルの情報とからＣＲＳ多重パターンを求める。すなわち、セル＃ＢのセルＩＤ番号のＭｏ
ｄ６を計算してシフト量２を算出し（剰余演算）、これによりＣＲＳ多重パターンを求め
る（サービングセルのシフト＋２）。なお、図１３に示すテーブルやセルＩＤ番号は一例
であり、これに限定されない。
【００３９】
（第４方法－１）
　この方法は、ミューティングパターンをハイヤレイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシ
グナリング）で通知する方法である。この方法においては、ミューティングパターンをセ
ミスタティックに通知する。ハイヤレイヤシグナリングで通知するミューティングパター
ンは、上記第１方法で使用するビットマップ情報でも良く、上記第２方法で使用するビッ
ト情報でも良い。
【００４０】
　この方法においては、ミューティングパターンをスタティックにしても良い。ミューテ
ィングパターンをスタティックにする場合においては、図１５に示すように、ＰＤＳＣＨ
領域でＣＲＳが多重されるシンボル（Ｘ）について、ＣｏＭＰ受信する移動端末装置に対
してデータ信号を割り当てない。すなわち、ＣｏＭＰ受信する移動端末装置に対しては、
ＣｏＭＰセルでＣＲＳが多重されるすべてのシンボル（Ｘ）のパターンがミューティング
パターンとなる。
【００４１】
（第４方法－２）
　この方法は、ＣＲＳ多重パターンをハイヤレイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシグナ
リング）で通知する方法である。この方法においては、ＣＲＳ多重パターンをセミスタテ
ィックに通知する。ハイヤレイヤシグナリングで通知するＣＲＳ多重パターンは、上記第
１方法－２で使用するビットマップ情報でも良く、上記第２方法－２で使用するビット情
報でも良い。
【００４２】
　この方法においては、ＣＲＳ多重パターンをスタティックにしても良い。ＣＲＳ多重パ
ターンをスタティックにする場合においては、図１４に示すように、ＰＤＳＣＨ領域でＣ
ＲＳが多重されるシンボル（Ｘ）について、ＣｏＭＰ受信する移動端末装置に対してデー
タ信号を割り当てない。すなわち、ＣｏＭＰ受信する移動端末装置に対しては、ＣｏＭＰ
セルでＣＲＳが多重されるすべてのシンボル（Ｘ）のパターンがＣＲＳ多重パターンとな
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る。
【００４３】
　ＣＲＳと同様に、ＰＤＣＣＨは、それぞれセル毎に異なる位置に多重されることがある
ので、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用するときに、移動端末装置において、正確にデータ信号を復
調することができないことが考えられる。
【００４４】
　ＰＤＣＣＨ信号は、サブフレームの先頭１ＯＦＤＭシンボルから３ＯＦＤＭシンボルに
多重されるので、図１５に示すように、サービングセル（セル＃Ａ：図１５Ａ）のＰＤＣ
ＣＨシンボル長と、隣接セル（セル＃Ｂ：図１５Ｂ）のＰＤＣＣＨシンボル長が異なるこ
とが考えられる。この場合において、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用すると、ＰＤＣＣＨシンボル
長が長いセルに合わせてＣｏＭＰ受信する移動端末装置にデータ送信を行う必要がある。
例えば、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用する場合において、図１５に示すように、サービングセル
のＰＤＣＣＨ長が隣接セルのＰＤＣＣＨ長よりも短い場合には、ＣｏＭＰ受信する移動端
末装置に対して、サービングセル以外のセルのＰＤＣＣＨ長を通知する必要がある。この
ため、サービングセルの無線基地局装置は、サービングセル以外のセルのＰＤＣＣＨ長を
復調用情報として移動端末装置に通知する。なお、移動端末装置においては、ＰＤＣＣＨ
長の情報を受けたときに、ＰＤＣＣＨ長＋１ＯＦＤＭシンボルからＰＤＳＣＨを多重する
ことになるので、ＰＤＣＣＨ長の代わりに、ＰＤＳＣＨの多重開始位置を復調用情報とし
ても良い。
【００４５】
　このＰＤＳＣＨの多重開始位置の情報の通知方法については、以下の２つ（第５方法、
第６方法）が挙げられる。
【００４６】
（第５方法）
　この方法は、ＰＤＳＣＨの多重開始位置を示す下り制御情報を通知する方法である。こ
の方法においては、ＰＤＳＣＨの多重開始位置を示すビットをＤＣＩに含めてダイナミッ
クに通知する。この場合、下り制御情報とＰＤＳＣＨの多重開始位置とが関連づけられて
いる。移動端末装置は、図１６に示すテーブル（ＤＣＩに含まれるビットとＰＤＳＣＨの
多重開始位置とが関連づけられたテーブル）を持っており、ＤＣＩで通知されたビットか
らＰＤＳＣＨの多重開始位置を認識して、その多重開始位置からデータ信号を復調する。
【００４７】
　図１６に示すテーブルは、ＤＣＩに含まれるビットとＰＤＳＣＨの多重開始位置とが関
連づけられたものであり、ビット”００”が「１シンボル目」であり、ビット”０１”が
「２シンボル目」であり、ビット”１０”が「３シンボル目」であり、ビット”１１”が
「４シンボル目」である。例えば、ビット”１０”は図１７のＰＤＳＣＨの多重開始位置
（３シンボル目）を表している。なお、図１６に示すテーブルは一例であり、これに限定
されない。
【００４８】
（第６方法）
　この方法は、ＰＤＳＣＨの多重開始位置をハイヤレイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣ
シグナリング）で通知する方法である。この方法においては、ＰＤＳＣＨの多重開始位置
をセミスタティックに通知する。ハイヤレイヤシグナリングで通知するＰＤＳＣＨの多重
開始位置は、上記第５方法で使用するビット情報でも良い。
【００４９】
　この方法においては、ＰＤＳＣＨの多重開始位置をスタティックにしても良い。ＰＤＳ
ＣＨの多重開始位置をスタティックにする場合においては、多重開始位置を常に固定する
（例えば、４シンボル目）。
【００５０】
　なお、ＰＤＳＣＨの多重開始位置を通知する場合については、無線基地局装置は、サー
ビングセルのＰＤＣＣＨ長が隣接セルのＰＤＣＣＨ長よりも短いかどうかを判断し、サー
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ビングセルのＰＤＣＣＨ長が隣接セルのＰＤＣＣＨ長よりも短いときに、隣接セルのＰＤ
ＣＣＨ長を考慮してＰＤＳＣＨの多重開始位置を決定して、その多重開始位置を移動端末
装置に通知する。例えば、無線基地局装置は、サービングセルのＰＤＣＣＨ長が隣接セル
のＰＤＣＣＨ長よりも短いときに、隣接セルのＰＤＣＣＨ長のうち最も長いＰＤＣＣＨ長
＋１シンボルをＰＤＳＣＨの多重開始位置とする。したがって、ＰＤＣＣＨ長が最大３シ
ンボルの場合には、ＰＤＳＣＨの多重開始位置は最大４シンボルとなる。
【００５１】
　上述したように、復調用情報とは、移動端末装置におけるデータ信号の復調をサポート
するための情報であり、ＣＲＳとデータ信号の衝突回避を目的とする場合には、サービン
グセル以外のセルのＣＲＳの多重位置に関する情報である。また、ＰＤＣＣＨのシンボル
長の違いを許容することを目的とする場合には、復調用情報とは、ＰＤＣＣＨのシンボル
長又はＰＤＳＣＨの多重開始位置に関する情報である。なお、両方を目的とする場合に、
復調用情報が、サービングセル以外のセルのＣＲＳの多重位置に関する情報、及びＰＤＣ
ＣＨのシンボル長又はＰＤＳＣＨの多重開始位置に関する情報であることはいうまでもな
い。
【００５２】
　このように、本発明においては、協調マルチポイント送信を適用する際に、移動端末装
置におけるデータ信号の復調用情報を協調マルチポイント受信する移動端末装置に送信し
、移動端末装置で、復調用情報を用いて協調マルチポイント受信したデータ信号を復調す
るので、協調マルチポイント送信、特に、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用する場合に、移動端末装
置で正確にデータ信号を復調させることができる。
【００５３】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。ここでは、
ＬＴＥ－Ａシステムに対応する無線基地局装置及び移動端末装置を用いる場合について説
明する。
【００５４】
　図１８を参照しながら、本発明の一実施の形態に係る移動端末装置（ＵＥ：User　Equi
pment）１０及び無線基地局装置（ｅＮｏｄｅＢ）２０を有する無線通信システム１につ
いて説明する。図１８は、本発明に係る移動端末装置１０及び無線基地局装置２０を有す
る無線通信システム１の構成を説明するための図である。なお、図１８に示す無線通信シ
ステム１は、例えば、ＬＴＥシステム又はＳＵＰＥＲ　３Ｇが包含されるシステムである
。また、この移動通信システム１は、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄと呼ばれても良いし、４
Ｇと呼ばれても良い。
【００５５】
　図１８に示すように、無線通信システム１は、無線基地局装置２０Ａ，２０Ｂと、この
無線基地局装置２０Ａ，２０Ｂと通信する複数の移動端末装置１０Ａ，１０Ｂとを含んで
構成されている。無線基地局装置２０Ａ，２０Ｂは、それぞれ上位局装置３０と接続され
、この上位局装置３０は、コアネットワーク４０と接続される。移動端末装置１０Ａ，１
０Ｂは、セルＣ１において無線基地局装置２０Ａと通信を行っており、セルＣ２において
無線基地局装置２０Ｂと通信を行っている。なお、上位局装置３０には、例えば、アクセ
スゲートウェイ装置、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、モビリティマネジメン
トエンティティ（ＭＭＥ）などが含まれるが、これに限定されるものではない。
【００５６】
　各移動端末装置（１０Ａ，１０Ｂ）は、同一の構成、機能、状態を有するので、以下に
おいては、特段の断りがない限り移動端末装置１０として説明を進める。また、説明の便
宜上、無線基地局装置２０Ａ，２０Ｂと無線通信するのは移動端末装置１０であるものと
して説明するが、より一般的には移動端末装置も固定端末装置も含むユーザ装置（ＵＥ）
でよい。
【００５７】
　無線通信システム１においては、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
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ＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）が、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングル
キャリア－周波数分割多元接続）が適用される。ＯＦＤＭＡは、周波数帯域を複数の狭い
周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブキャリアにデータをマッピングして通信を
行うマルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、システム帯域を端末毎に１つ又
は連続したリソースブロックからなる帯域に分割し、複数の端末が互いに異なる帯域を用
いることで、端末間の干渉を低減するシングルキャリア伝送方式である。
【００５８】
　ここで、ＬＴＥシステムにおける通信チャネルについて説明する。下りリンクの通信チ
ャネルは、移動端末装置１０Ａ，１０Ｂで共有される下りデータチャネルとしてのＰＤＳ
ＣＨと、下りＬ１／Ｌ２制御チャネル（ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ）とを有
する。ＰＤＳＣＨにより、送信データ及び上位制御情報が伝送される。ＰＤＣＣＨにより
、ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨのスケジューリング情報等が伝送される。ＰＣＦＩＣＨ（
Physical　Control　Format　Indicator　Channel）により、ＰＤＣＣＨに用いるＯＦＤ
Ｍシンボル数が伝送される。ＰＨＩＣＨ（Physical　Hybrid-ARQ　Indicator　Channel）
により、ＰＵＳＣＨに対するＨＡＲＱのＡＣＫ/ＮＡＣＫが伝送される。
【００５９】
　上りリンクの通信チャネルは、各移動端末装置で共有される上りデータチャネルとして
のＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　Shared　Channel）と、上りリンクの制御チャネルで
あるＰＵＣＣＨ（Physical　Uplink　Control　Channel）とを有する。このＰＵＳＣＨに
より、送信データや上位制御情報が伝送される。また、ＰＵＣＣＨにより、下りリンクの
チャネル品質情報（ＣＱＩ）、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなどが伝送される。
【００６０】
　図１９を参照しながら、本実施の形態に係る無線基地局装置の全体構成について説明す
る。なお、無線基地局装置２０Ａ，２０Ｂは、同様な構成であるため、無線基地局装置２
０として説明する。また、移動端末装置１０Ａ，１０Ｂも、同様な構成であるため、移動
端末装置１０として説明する。無線基地局装置２０は、送受信アンテナ２０１と、アンプ
部２０２と、送受信部（通知部）２０３と、ベースバンド信号処理部２０４と、呼処理部
２０５と、伝送路インターフェース２０６とを備えている。下りリンクにより無線基地局
装置２０から移動端末装置に送信される送信データは、上位局装置３０から伝送路インタ
ーフェース２０６を介してベースバンド信号処理部２０４に入力される。
【００６１】
　ベースバンド信号処理部２０４において、下りデータチャネルの信号は、ＰＤＣＰレイ
ヤの処理、送信データの分割・結合、ＲＬＣ（Radio　Link　Control）再送制御の送信処
理などのＲＬＣレイヤの送信処理、ＭＡＣ（Medium　Access　Control）再送制御、例え
ば、ＨＡＲＱの送信処理、スケジューリング、伝送フォーマット選択、チャネル符号化、
逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）処理、プリコーディング処理が行われる。また、下りリ
ンク制御チャネルである物理下りリンク制御チャネルの信号に関しても、チャネル符号化
や逆高速フーリエ変換などの送信処理が行われる。
【００６２】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、報知チャネルにより、同一セルに接続する移
動端末装置１０に対して、各移動端末装置１０が無線基地局装置２０との無線通信するた
めの制御情報を通知する。当該セルにおける通信のための情報には、例えば、上りリンク
又は下りリンクにおけるシステム帯域幅や、ＰＲＡＣＨ（Physical　Random　Access　Ch
annel）におけるランダムアクセスプリアンブルの信号を生成するためのルート系列の識
別情報（Root　Sequence　Index）などが含まれる。
【００６３】
　送受信部２０３は、ベースバンド信号処理部２０４から出力されたベースバンド信号を
無線周波数帯に変換する。アンプ部２０２は周波数変換された無線周波数信号を増幅して
送受信アンテナ２０１へ出力する。なお、送受信部２０３は、複数セル間の位相差の情報
及びＰＭＩを含む上りリンク信号を受信する受信部、及び送信信号を協調マルチポイント
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送信する送信部を構成する。
【００６４】
　一方、上りリンクにより移動端末装置１０から無線基地局装置２０に送信される信号に
ついては、送受信アンテナ２０１で受信された無線周波数信号がアンプ部２０２で増幅さ
れ、送受信部２０３で周波数変換されてベースバンド信号に変換され、ベースバンド信号
処理部２０４に入力される。
【００６５】
　ベースバンド信号処理部２０４は、上りリンクで受信したベースバンド信号に含まれる
送信データに対して、ＦＦＴ処理、ＩＤＦＴ処理、誤り訂正復号、ＭＡＣ再送制御の受信
処理、ＲＬＣレイヤ、ＰＤＣＰレイヤの受信処理を行う。復号された信号は伝送路インタ
ーフェース２０６を介して上位局装置３０に転送される。
【００６６】
　呼処理部２０５は、通信チャネルの設定や解放等の呼処理や、無線基地局装置２０の状
態管理や、無線リソースの管理を行う。
【００６７】
　図２０を参照して、無線基地局装置２０の機能ブロックについて説明する。図２０の各
機能ブロックは、主にベースバンド処理部の処理内容である。また、図２０に示す機能ブ
ロックは、本発明を説明するために簡略化したものであり、ベースバンド処理部において
通常備える構成は備えるものとする。
【００６８】
　図２０に示すように、無線基地局装置２０は、ＣＲＳ割当部２１１と、ＤＭ－ＲＳ割当
部２１２と、ＣＳＩ－ＲＳ割当部２１３と、復調用情報生成部２１４と、下り制御信号生
成部２１５と、送受信部２０３とを有している。この無線基地局装置２０は、ＣｏＭＰ送
信を適用する際に、移動端末装置におけるデータ信号の復調用情報を生成し、この復調用
情報をＣｏＭＰ受信する移動端末装置に送信する。
【００６９】
　ＣＲＳ割当部２１１は、各サブフレームのリソーブロックにおけるＣＲＳ送信用リソー
スにＣＲＳを配置する。ＣＲＳが他の制御信号と重ならないようにＣＲＳ配置位置を定め
たＣＲＳ配置パターンにしたがってリソーブロック上の該当リソースエレメントにＣＲＳ
が配置される。
【００７０】
　ＤＭ－ＲＳ（Demodulation‐Reference　Signal）割当部２１２は、各サブフレームの
リソーブロックにおけるＤＭ－ＲＳ送信用リソースにＤＭ－ＲＳを配置する。ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ（Channel　State　Information‐Reference　Signal）Demodulation‐Reference　Sig
nal）割当部２１３は、ＣＳＩ－ＲＳ送信周期（例えば、１０ｍｓ又は８ｍｓ）で無線フ
レーム内の該当サブフレームにＣＳＩ－ＲＳを配置する。
【００７１】
　復調用情報生成部２１４は、移動端末装置におけるデータ信号の復調用情報を生成し、
その復調用情報を下り制御信号２１５に出力する。この復調用情報とは、上述したように
、ＰＤＳＣＨミューティングパターン、ＣＲＳ多重パターン、ＰＤＳＣＨの開始位置の情
報をいう。復調用情報生成部２１４は、復調用情報として、ＰＤＳＣＨミューティングパ
ターンやＣＲＳ多重パターン（パターン情報）を生成しても良く、ＰＤＳＣＨミューティ
ングパターンやＣＲＳ多重パターン（パターン情報）に関するサブキャリア位置を示すビ
ットマップ情報を生成しても良く、ＰＤＳＣＨミューティングパターンやＣＲＳ多重パタ
ーン（パターン情報）に関するＣｏＭＰセルの情報（ミューティングするセル又はＣＲＳ
多重パターンのセルに関する情報）を生成しても良い。したがって、復調用情報生成部２
１４は、第１方法－１においては、復調用情報としてＰＤＳＣＨミューティングパターン
に関するサブキャリア位置を示すビットマップ情報を生成し、第２方法－１においては、
復調用情報としてＰＤＳＣＨミューティングパターンを生成し、第３方法－１においては
、ＰＤＳＣＨミューティングパターンに関するＣｏＭＰセルの情報を生成する。また、復
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調用情報生成部２１４は、第１方法－２においては、復調用情報としてＣＲＳ多重パター
ンに関するサブキャリア位置を示すビットマップ情報を生成し、第２方法－２においては
、復調用情報としてＣＲＳ多重パターンを生成し、第３方法－２においては、ＣＲＳ多重
パターンに関するＣｏＭＰセルの情報を生成する。また、復調用情報生成部２１４は、第
５方法においては、復調用情報としてＰＤＳＣＨの多重開始位置情報を生成する。
【００７２】
　下り制御信号生成部２１５は、ＰＤＳＣＨミューティングパターン、ＣＲＳ多重パター
ン、ＰＤＳＣＨの開始位置の情報をＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。下り制御信
号生成部２１５は、第１方法－１においては、ＰＤＳＣＨミューティングパターンに関す
るサブキャリア位置を示すビットマップをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成し、第２方
法－１においては、ＰＤＳＣＨミューティングパターンに対応するビットをＤＣＩに含め
て下り制御信号を生成し、第３方法－１においては、ＣｏＭＰセルの情報に対応するビッ
トをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。また、下り制御信号生成部２１５は、第１
方法－２においては、ＣＲＳ多重パターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップ
をＤＣＩに含めて下り制御信号を生成し、第２方法－２においては、ＣＲＳ多重パターン
に対応するビットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成し、第３方法－２においては、Ｃ
ｏＭＰセルの情報に対応するビットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。また、下
り制御信号生成部２１５は、生成した下り制御信号（ＰＤＣＣＨ信号）を送受信部２０３
に出力する。また、下り制御信号生成部２１５は、第５方法においては、ＰＤＳＣＨの多
重開始位置をＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。
【００７３】
　送受信部２０３は、ＣＲＳ、ＤＭ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ及び下り制御信号をリソースに
マッピングして下りリンク信号として移動端末装置１０に送信する。なお、下りリンク信
号については、上記信号の他に下りリンク信号として通常送信する信号も含まれる。
【００７４】
　無線基地局装置２０は、ハイヤレイヤシグナリングで復調用情報を移動端末装置１０に
送信しても良い。無線基地局装置２０は、第３方法－１、第３方法－２においては、復調
用情報としてＣｏＭＰセルのセルＩＤを移動端末装置１０に送信し、第４方法－１におい
ては、復調用情報としてＰＤＳＣＨミューティングパターンを移動端末装置に送信し、第
４方法－２においては、復調用情報としてＣＲＳ多重パターンを移動端末装置に送信する
。また、無線基地局装置２０は、第６方法においては、復調用情報としてＰＤＳＣＨの多
重開始位置を移動端末装置１０に送信する。
【００７５】
　次に、図２１を参照しながら、本実施の形態に係る移動端末装置の全体構成について説
明する。ＬＴＥ端末もＬＴＥ－Ａ端末もハードウエアの主要部構成は同じであるので、区
別せずに説明する。移動端末装置１０は、送受信アンテナ１０１と、アンプ部１０２と、
送受信部（受信部）１０３と、ベースバンド信号処理部１０４と、アプリケーション部１
０５とを備えている。この移動端末装置は、ＣｏＭＰ送信を適用する際に、サービングセ
ルからのデータ信号の復調用情報を受信し、復調用情報を用いてＣｏＭＰ受信したデータ
信号を復調する。
【００７６】
　下りリンクのデータについては、送受信アンテナ１０１で受信された無線周波数信号が
アンプ部１０２で増幅され、送受信部１０３で周波数変換されてベースバンド信号に変換
される。このベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部１０４でＦＦＴ処理や、誤り
訂正復号、再送制御の受信処理等がなされる。この下りリンクのデータの内、下りリンク
の送信データは、アプリケーション部１０５に転送される。アプリケーション部１０５は
、物理レイヤやＭＡＣレイヤより上位のレイヤに関する処理等を行う。また、下りリンク
のデータの内、報知情報も、アプリケーション部１０５に転送される。
【００７７】
　一方、上りリンクの送信データは、アプリケーション部１０５からベースバンド信号処
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理部１０４に入力される。ベースバンド信号処理部１０４においては、マッピング処理、
再送制御（ＨＡＲＱ）の送信処理や、チャネル符号化、ＤＦＴ処理、ＩＦＦＴ処理を行う
。送受信部１０３は、ベースバンド信号処理部１０４から出力されたベースバンド信号を
無線周波数帯に変換する。その後、アンプ部１０２で増幅されて送受信アンテナ１０１よ
り送信される。
【００７８】
　図２２を参照して、移動端末装置１０の機能ブロックについて説明する。図２２の各機
能ブロックは、主にベースバンド処理部の処理内容である。また、図２２に示す機能ブロ
ックは、本発明を説明するために簡略化したものであり、ベースバンド処理部において通
常備える構成は備えるものとする。
【００７９】
　図２２に示すように、移動端末装置１０は、送受信部１０３と、取得部１１１と、測定
部１１２と、ユーザデータ復調部１１３とを有している。
【００８０】
　送受信部１０３は、無線基地局装置２０から送信された下り制御信号（ＰＤＣＣＨ信号
）などを受信すると共にデータチャネル信号（ＰＤＳＣＨ信号：ユーザデータ）を受信す
る。送受信部１０３は、下り制御信号及びハイヤレイヤシグナリングされた制御情報を取
得部１１１に出力する。また、送受信部１０３は、ユーザデータ及びＤＭ－ＲＳをユーザ
データ復調部１１３に出力すると共に、ＣＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳを測定部１２に出力する
。
【００８１】
　取得部１１１は、送受信部１０３が受信した下り制御信号を解析して復調用情報を取得
する。第１方法－１においては、取得部１１１は図４に示すテーブルを有している。そし
て、取得部１１１は、図４に示すテーブルを参照し、下り制御信号のＤＣＩに含まれるＰ
ＤＳＣＨミューティングパターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップからミュ
ーティングパターンを求める。第１方法－２においては、取得部１１１は図６に示すテー
ブルを有している。そして、取得部１１１は、図６に示すテーブルを参照し、下り制御信
号のＤＣＩに含まれるＣＲＳ多重パターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップ
からＣＲＳ多重パターンを求める。
【００８２】
　第２方法－１においては、取得部１１１は図８に示すテーブルを有している。そして、
取得部１１１は、図８に示すテーブルを参照し、下り制御信号のＤＣＩに含まれるＰＤＳ
ＣＨミューティングパターンを求める。第２方法－２においては、取得部１１１は図１０
に示すテーブルを有している。そして、取得部１１１は、図１０に示すテーブルを参照し
、下り制御信号のＤＣＩに含まれるＣＲＳ多重パターンを求める。
【００８３】
　第３方法－１においては、取得部１１１は図１２に示すテーブルを有している。そして
、取得部１１１は、図１２に示すテーブルを参照し、ＰＤＳＣＨミューティングパターン
に関するＣｏＭＰセルの情報（ミューティングするセルに関する情報）を取得する。一方
、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＣｏＭＰセルＩＤ番号を取得し
ており、ＣｏＭＰセルの情報とＣｏＭＰセルＩＤ番号とからＣＲＳのシフト量を算出し、
このシフト量に基づいてＰＤＳＣＨミューティングパターンを求める。したがって、第３
方法－１においては、取得部１１１は、ミューティングパターンを生成するパターン生成
部を構成する。第３方法－２においては、取得部１１１は図１３に示すテーブルを有して
いる。そして、取得部１１１は、図１３に示すテーブルを参照し、ＣＲＳ多重パターンに
関するＣｏＭＰセルの情報（ＣＲＳ多重パターンのセルに関する情報）を取得する。一方
、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＣｏＭＰセルＩＤ番号を取得し
ており、ＣｏＭＰセルの情報とＣｏＭＰセルＩＤ番号とからＣＲＳのシフト量を算出し、
このシフト量に基づいてＣＲＳ多重パターンを求める。したがって、第３方法－２におい
ては、取得部１１１は、ＣＲＳ多重パターンを生成するパターン生成部を構成する。
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【００８４】
　第４方法－１においては、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＰＤ
ＳＣＨミューティングパターンを取得する（セミスタティック）。また、スタティックに
ＰＤＳＣＨミューティングパターンを通知する場合には、取得部１１１は、通信開始時等
に無線基地局装置から送られた図１４に示すようなＰＤＳＣＨミューティングパターンを
取得する。第４方法－２においては、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送ら
れたＣＲＳ多重パターンを取得する（セミスタティック）。また、スタティックにＣＲＳ
多重パターンを通知する場合には、取得部１１１は、通信開始時等に無線基地局装置から
送られた図１４に示すようなＣＲＳ多重パターンを取得する。
【００８５】
　第５方法においては、取得部１１１は図１６に示すテーブルを有している。そして、取
得部１１１は、図１６に示すテーブルを参照し、下り制御信号のＤＣＩに含まれるＰＤＳ
ＣＨの多重開始位置を求める。
【００８６】
　第６方法においては、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＰＤＳＣ
Ｈの多重開始位置を取得する（セミスタティック）。また、スタティックにＰＤＳＣＨの
多重開始位置を通知する場合には、取得部１１１は、通信開始時等に無線基地局装置から
送られたＰＤＳＣＨの多重開始位置を取得する。
【００８７】
　取得部１１１は、復調用情報であるＰＤＳＣＨミューティングパターン、ＣＲＳ多重パ
ターン、ＰＤＳＣＨ多重開始位置情報をユーザデータ復調部１１３に出力する。測定部１
１２は、リソースブロック上でＣＳＩ－ＲＳが多重されているＣＳＩ－ＲＳリソースを特
定し、ＣＳＩ－ＲＳを用いてチャネル推定する。
【００８８】
　ユーザデータ復調部１１３は、送受信部１０３を介して受信したユーザデータを復調す
る。このとき、ユーザデータ復調部１１３は、ユーザ固有のＤＭ－ＲＳを用いてユーザデ
ータを復調する。ユーザデータ復調部１１３は、第１方法～第４方法においては、取得部
１１１からのパターン情報（ＰＤＳＣＨミューティングパターン、ＣＲＳ多重パターン）
を用い、ミューティングリソースやＣＲＳ多重位置を復調処理の対象から外してユーザデ
ータを復調する。また、ユーザデータ復調部１１３は、第５方法、第６方法においては、
取得部１１１からのＰＤＳＣＨの多重開始位置を用い、その多重開始位置からユーザデー
タを復調する。
【００８９】
　このように、本発明に係る無線通信システムにおいては、ＣｏＭＰ送信を適用する際に
、移動端末装置におけるデータ信号の復調用情報をＣｏＭＰ受信する移動端末装置に送信
し、移動端末装置で、復調用情報を用いてＣｏＭＰ受信したデータ信号を復調するので、
特に、ＪＰ－ＣｏＭＰを適用する場合に、移動端末装置で正確にデータ信号を復調させる
ことができる。
【００９０】
　次に、本発明に係る無線通信方法について説明する。
【００９１】
（第１方法－１）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報としてＰＤＳＣＨミ
ューティングパターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップ情報を生成する。次
いで、下り制御信号生成部２１５で、ＰＤＳＣＨミューティングパターンに関するサブキ
ャリア位置を示すビットマップをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。無線基地局装
置は、この下り制御信号を移動端末装置に送信する。
【００９２】
　移動端末装置において、取得部１１１で図４に示すテーブルを参照し、下り制御信号の
ＤＣＩに含まれるＰＤＳＣＨミューティングパターンに関するサブキャリア位置を示すビ
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ットマップからミューティングパターンを求める。次いで、ユーザデータ復調部１１３で
ミューティングパターンを用いてユーザデータを復調する。
【００９３】
（第１方法－２）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報としてＣＲＳ多重パ
ターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップ情報を生成する。次いで、下り制御
信号生成部２１５で、ＣＲＳ多重パターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップ
をＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。無線基地局装置は、この下り制御信号を移動
端末装置に送信する。
【００９４】
　移動端末装置において、取得部１１１で図６に示すテーブルを参照し、下り制御信号の
ＤＣＩに含まれるＣＲＳ多重パターンに関するサブキャリア位置を示すビットマップから
ＣＲＳ多重パターンを求める。次いで、ユーザデータ復調部１１３でＣＲＳ多重パターン
を用いてユーザデータを復調する。
【００９５】
（第２方法－１）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報としてＰＤＳＣＨミ
ューティングパターンを生成する。次いで、下り制御信号生成部２１５で、ＰＤＳＣＨミ
ューティングパターンを示すビットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。無線基地
局装置は、この下り制御信号を移動端末装置に送信する。
【００９６】
　移動端末装置において、取得部１１１で図８に示すテーブルを参照し、下り制御信号の
ＤＣＩに含まれるＰＤＳＣＨミューティングパターンを求める。次いで、ユーザデータ復
調部１１３でミューティングパターンを用いてユーザデータを復調する。
【００９７】
（第２方法－２）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報としてＣＲＳ多重パ
ターンを生成する。次いで、下り制御信号生成部２１５で、ＣＲＳ多重パターンを示すビ
ットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。無線基地局装置は、この下り制御信号を
移動端末装置に送信する。
【００９８】
　移動端末装置において、取得部１１１で図１０に示すテーブルを参照し、下り制御信号
のＤＣＩに含まれるＣＲＳ多重パターンを求める。次いで、ユーザデータ復調部１１３で
ＣＲＳ多重パターンを用いてユーザデータを復調する。
【００９９】
（第３方法－１）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報としてＰＤＳＣＨミ
ューティングパターンに関するＣｏＭＰセルの情報を生成する。次いで、下り制御信号生
成部２１５で、ＣｏＭＰセルの情報に対応するビットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生
成する。無線基地局装置は、この下り制御信号を移動端末装置に送信する。また、無線基
地局装置は、ハイヤレイヤシグナリングで復調用情報としてＣｏＭＰセルのセルＩＤを移
動端末装置に送信する。
【０１００】
　移動端末装置において、取得部１１１で図１２に示すテーブルを参照し、ＰＤＳＣＨミ
ューティングパターンに関するＣｏＭＰセルの情報（ミューティングするセルに関する情
報）を取得する。一方、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＣｏＭＰ
セルＩＤ番号を取得しており、ＣｏＭＰセルの情報とＣｏＭＰセルＩＤ番号とからＣＲＳ
のシフト量を算出し、このシフト量に基づいてＰＤＳＣＨミューティングパターンを求め
る。次いで、ユーザデータ復調部１１３でミューティングパターンを用いてユーザデータ
を復調する。
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【０１０１】
（第３方法－２）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報としてＣＲＳ多重パ
ターンに関するＣｏＭＰセルの情報を生成する。次いで、下り制御信号生成部２１５で、
ＣｏＭＰセルの情報に対応するビットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。無線基
地局装置は、この下り制御信号を移動端末装置に送信する。また、無線基地局装置は、ハ
イヤレイヤシグナリングで復調用情報としてＣｏＭＰセルのセルＩＤを移動端末装置に送
信する。
【０１０２】
　移動端末装置において、取得部１１１で図１３に示すテーブルを参照し、ＣＲＳ多重パ
ターンに関するＣｏＭＰセルの情報（ＣＲＳ多重パターンのセルに関する情報）を取得す
る。一方、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＣｏＭＰセルＩＤ番号
を取得しており、ＣｏＭＰセルの情報とＣｏＭＰセルＩＤ番号とからＣＲＳのシフト量を
算出し、このシフト量に基づいてＣＲＳ多重パターンを求める。次いで、ユーザデータ復
調部１１３でＣＲＳ多重パターンを用いてユーザデータを復調する。
【０１０３】
（第４方法－１）
　無線基地局装置は、ハイヤレイヤシグナリングで復調用情報としてＰＤＳＣＨミューテ
ィングパターンを移動端末装置に送信する（セミスタティック）。また、スタティックに
ＰＤＳＣＨミューティングパターンを通知する場合には、無線基地局装置は、通信開始時
等に図１４に示すようなＰＤＳＣＨミューティングパターンを移動端末装置に送信する。
【０１０４】
　移動端末装置において、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＰＤＳ
ＣＨミューティングパターンを取得する（セミスタティック）。次いで、ユーザデータ復
調部１１３でミューティングパターンを用いてユーザデータを復調する。また、スタティ
ックにＰＤＳＣＨミューティングパターンを通知する場合には、取得部１１１は、通信開
始時等に送られた図１４に示すようなＰＤＳＣＨミューティングパターンを用いてユーザ
データを復調する。
【０１０５】
（第４方法－２）
　無線基地局装置は、ハイヤレイヤシグナリングで復調用情報としてＣＲＳ多重パターン
を移動端末装置に送信する（セミスタティック）。また、スタティックにＣＲＳ多重パタ
ーンを通知する場合には、無線基地局装置は、通信開始時等に図１４に示すようなＣＲＳ
多重パターンを移動端末装置に送信する。
【０１０６】
　移動端末装置において、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＣＲＳ
多重パターンを取得する（セミスタティック）。次いで、ユーザデータ復調部１１３でＣ
ＲＳ多重パターンを用いてユーザデータを復調する。また、スタティックにＣＲＳ多重パ
ターンを通知する場合には、取得部１１１は、通信開始時等に送られた図１４に示すよう
なＣＲＳ多重パターンを用いてユーザデータを復調する。
【０１０７】
（第５方法）
　無線基地局装置において、復調用情報生成部２１４で、復調用情報として復調用情報と
してＰＤＳＣＨの多重開始位置情報を生成する。次いで、下り制御信号生成部２１５で、
ＰＤＳＣＨの多重開始位置を示すビットをＤＣＩに含めて下り制御信号を生成する。無線
基地局装置は、この下り制御信号を移動端末装置に送信する。
【０１０８】
　移動端末装置において、取得部１１１で図１６に示すテーブルを参照し、下り制御信号
のＤＣＩに含まれるＰＤＳＣＨの多重開始位置を求める。次いで、ユーザデータ復調部１
１３でＰＤＳＣＨの多重開始位置を用いてユーザデータを復調する。
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【０１０９】
（第６方法）
　無線基地局装置は、ハイヤレイヤシグナリングで復調用情報としてＰＤＳＣＨの多重開
始位置を移動端末装置に送信する（セミスタティック）。また、スタティックにＰＤＳＣ
Ｈの多重開始位置を通知する場合には、無線基地局装置は、通信開始時等にＰＤＳＣＨの
多重開始位置を移動端末装置に送信する。
【０１１０】
　移動端末装置において、取得部１１１は、ハイヤレイヤシグナリングで送られたＰＤＳ
ＣＨの多重開始位置を取得する（セミスタティック）。次いで、ユーザデータ復調部１１
３でＰＤＳＣＨの多重開始位置を用いてユーザデータを復調する。また、スタティックに
ＰＤＳＣＨの多重開始位置を通知する場合には、取得部１１１は、通信開始時等に送られ
たＰＤＳＣＨの多重開始位置を用いてユーザデータを復調する。
【０１１１】
　上記実施の形態においては、復調用情報を下り制御信号のＤＣＩに含める場合について
説明しているが、本発明はこれに限定されず、復調用情報を他のチャネル信号に含めて通
知する場合にも同様に適用することができる。
【０１１２】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１１３】
　１　無線通信システム
　１０Ａ，１０Ｂ　移動端末装置
　２０Ａ，２０Ｂ　無線基地局装置
　３０　上位局装置
　４０　コアネットワーク
　１０１　送受信アンテナ
　１０２　アンプ部
　１０３　送受信部（受信部）
　１０４　ベースバンド信号処理部
　１０５　アプリケーション部
　１１１　取得部
　１１２　測定部
　１１３　ユーザデータ復調部（復調部）
　２０１　送受信アンテナ
　２０２　アンプ部
　２０３　送受信部（通知部）
　２０４　ベースバンド信号処理部
　２０５　呼処理部
　２０６　伝送路インターフェース
　２１１　ＣＲＳ割当部
　２１２　ＤＭ－ＲＳ割当部
　２１３　ＣＳＩ－ＲＳ割当部
　２１４　復調用情報生成部
　２１５　下り制御信号生成部
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